



Based on the current conditions of the regional economies, 
the future issues of SME and the role of the local 


















要旨　八戸地区の経済動向は、平成 21 年 4 ～ 6 月期を底に回復傾向をみせたが、同













































18 年 1 0～12 月期を山に、中小企業の景況感
が大きく落ち込み、平成 21 年 4～6 月期には、
売上高の前年同期比 DI 指標は△ 48.2% まで
落ち込んだ。
その後、日銀短観によると全国の大企業製
造業は、平成 21 年 1～3 月期を底に回復傾向
を辿り、平成 22 年 7～9 月期には、業況 DI
指標が +8.0% とプラスに転じた。
八戸地区の中小企業も、一期遅れの平成
21 年 7～9 月期から回復傾向をみせたが、回 
復テンポは極めて緩やかで、平成 22 年 1 0～
12 月期で、売上高 DI △ 8.2% と回復感を取
り戻すまでに至っていない。むしろ、平成































ちなみに水揚数量は、昭和 63 年の 819 千ト
ンから平成 24 年の 112 千トンと、実に一割
台に落ち込んでいる。また、金額でも、昭和
57 年の 933 億円から同 24 年の 187 億円と 4
分の 1 に低下している。
水産加工品の製造出荷額も、昭和 57 年の





























地方の建設業界の受注額は 3 分の 1 にもダウ
ンしてしまった。
ちなみに、八戸市の建設業協会の受注額は、



































































































































































化」が 58.5% と最も高い。次に高いのが、 




ローの改善｣ が 20.8% で続いている。
業種別にみると、製造業では、「営業体制
の強化」とともに ｢利益率の上昇｣ が 46.2%
と高く、続いて「研究技術開発の強化」とと

















サ ー ビ ス 業 は、「 営 業 体 制 の 強 化 」 が
65.2%% で二番目に高い中で、「技術 ･ 研究

















































































































報開示」と ｢商談会等の営業支援｣ が 27.3%


































































平成 23 年 6 月、青森県内の中小企業を対
象にアンケート調査を実施した際、同 23 年
3 月 11 日の東日本大震災後の経営環境につ





















































2 社に 1 社は、営業体制の強化にとって必要
な経営情報や地域経済に関する情報の提供を
あげている。　　
































































































































































































































































































































































2 年間で 7 割以上増加。また平成 10 年代
前半の営業推進部時代には、市内金融機
関（8 金融機関、66 店舗）における貸出シェ














































































































































































































































































































































 2 平成 10 年から同 20 年にかけ、信金の数


































































































































































































































































　イ．300 万円以下　　　　　　　　　　　 ロ．300 万円 超 ～ 1 千万円以下　　
　ハ．1 千万円 超 ～ 3 千万円以下　　　　ニ．3 千万円 超 ～ 　
③ 貴社の従業員は
　イ ． ～ 5 人　　　　　ロ．6 人 ～ 10 人　　　ハ．11 人 ～ 20 人
　ニ．21 人 ～ 50 人　　ホ．51 人 ～ 100 人　　へ．101 人 ～ 300 人　　ト．300 人 ～
　ご協力ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年 9 月 1 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八戸短期大学　ライフデザイン学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　髙橋　俊行
